
92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱帯医学　第15巻　第2号　92－104京，1972年6月
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Abstract

We are carrying out studies on the geographical pathology of diseases in tropics
and particularly, observing calinical characteristics in the liver diseases under tropical
environment.

The present paper will be limited to reviewing some of the recent epidemiological
studies on liver carcinoma, and current literatures regarding its etiology.

Primary carcinoma of the liver has large unexplained geographical variations in
incidence. It is several times more commonin Africa than in European countries.
The highest incidence of primary liver cancer is reported in Bantu males from
Lourenco Marques, Mozambique. Our observations in Kenya strongly suggest an
increase of liver cancer as other African countries and it appears as one of the com-
monneoplasma among young generation. However, no significant clinical, morpholo-
gical differences between hepatoma in Kenya and in Japan are found.

The pathogenesis of liver cancer in man is still unknown, but several possible
precipitating causes have been suggested. Literatures on the role of malnutrition, viral
infection, Au-antigen, schistosomiasis, liver cirrhosis and environmental factors as
agents responsible for the high incidence of hepatoma are reviewed.
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は　　じ　　め　　に

著者の1人･村上は日本政府の海外技術援助計画に

もとづいて･ 1970年12月から杓1年3ケ月間,東アフ

リカ,ケニアのナクル市に滞在し　Rift Valley Pro-

vincial Hospitalで内科患者の診療に従事した･ケ

ニアではMalaria, Leishmania donovani, Entaつ

moeba histolytica高　Schistosoma mansoni, Echト

nococcus　などの原虫や寄生虫による肝病変が多数み

られるが,一方内地にもみられるような肝炎,肝硬変

肝がんなどの-般肝疾患も少なくない･特に現地でほ

原発性肝がんが全悪性腫癌の中で占める比率が大きい

ことが興味ある問題である･

本稿でほケニアを含めた熱帯地域iこおける原発性肝

がんの地理病理学に関する2, 3の問題点について考

察を試みたい･

l・熱帯地にぉける原発性肝がんの頻度とモの特異性

世界各地における原発性肝がんの発生頻度について

ほHerman (1951)が集計した報告がある. (表1〕

それによると東南アジア及びアフリカなどの熱帯地域

では,肝がんの頻度は他の地域に比べて圧倒的に高い

即ち,欧州,北米においては原発性肝がんほ全剖検例

の夫々0.14%, 0･27鬼つであるのに対L,東南アジアや

アフリカではインドの0･32%を最低に1%以上を占

める地域が多い.叉.原発性肝がんが全悪性腫痔の中

で占める割合は欧州,北米でほ夫々1･2鬼■･ 2･5先′にす

ぎないが,東南アジア,アフリカでほ30%をこえる

地域がみられる･

アフリカにおける肝がんの問題についてほ, 1905年

頃から南アフリカの　Bantu族に原発性肝がんが多発

することが明かになり,それ以来諸家の調査によって

アフリカ全域に原発性肝がんの発生が多いことが知ら

れるようになった･特に　MozambiqueのBantu族

の男にほ世界で最も高頻度に肝がんが発生しているこ

とが報告されている.蓑2ほウガンダのKampalaと

蓑1原発性肝がんの頻度
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英国のLondonで夫々登録された悪性腫癌症例につ

いて,臓器別にその発生頻度を比較したものであるが,

男女共ウガソダでほ英国に比べ-般にがんの頻度が低

いにもかかわらず,肝がんだけがウガソダでは高率で･

男が杓9倍,女では杓4倍の頻度を示している･アフ

リカにおける原発性肝がんのもう-つの特徴は若い年

令層に発生率が高いことで,例えばMozambiqueの

Bantu族の男では,図1のように20才台で置こ高い

発病率がみられ, 40才前後で最高に達し　以後曲線は

横ばい乃至むしろ減少する慣向がみられる･それに比

べてアメリカでほ囲2のように若い年代からの発病は

極めて樽かで, 45才前後から肝がんが発生するように

^2 Percentage Site Frequency of Certain can-
cer, Comparisons of London and Uganda
Figures

Kampala
cancer Reg.
1952-59,

3,130 cases )

Harriett 's
London Series
/1952, \
U5.201 cases/

Upper respiratory
and sinuses
Pharynx
Lungs
Salivary glands
Oesophagus
Stomach and
intestines
Liver

M

1.95 2.5

M

1.28

F

0,90

0.240.
00
2.18

1.
70J

6.
15J

4.

56J

0.321.
21
1.47

2.
26

7 .22

9.17

4 .0512.000.
34
5.63

30.

50

1.412.
54
0.38

1.
05

22.35

0 .16 0.15

Bladder ! 4.48 0.48! 4.49 1.51

Skin
Breast
Prostata
Cervix uteri

9.43 5.83

0.33 29.71

5.46

25.51 -ll.99
I
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Ratio of Primary Liver Cancer
to Cancers at All Sites

Mozambique ( Bantu Males)
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なり年令の上昇と共に増加する･叉,全悪性陸幕に対

する肝がんの比率もアメリカでほウガンダに比べて著

明に低い. Steiner(1960｣もアフリカの56呂例の肝が

んつ患者の平均年令は37･6才で,アフリカに居住する

白人ヤアメ1)カの白人に比べて20才前後若く,アメ

リカの黒人と比較しても15才低いといっている･

男女別にみると45才以下でほその比率ほ　6 : 1で

あるが, 45才以上でほ　2 : 1となり男女の頻度が接

近するという･叉Davies (1957)ほウガンダとデソ

て一クの住民の肝がん発生率を比較Lたところ, 16才

以上の男では両者の比は13: 1であったが女性でほ

略々同じであったと報告Lている･ニのように発生率

に明かな性差があることも注目に価する･

表3ほ各地で報告された文献にもとづいて世界で肝

がんの頻度が高い地域と低い地域を示しているが,高

頻度の地域は　Singaporeを除いてすべてアフリカ諸

国で占められている.然しながら同じ熱帯環置こある

インド,南米諸国, -分ヤマイカなどでほ肝がんの)頻度

が低いことほ興味深い･

表4ほケニアのRift Valley Provincial Hospital

における1971年(1月-12月)の統計であるが,内科

入院患者総計1462名中肝疾患ほ157名(10.5鬼′)で,

うち肝がんは15名であった･肝がんの発生頻度にほ

種族による差はみられなかった･

父,その間経験した悪性腫療35例の内訳ほ蓑5の

通りで,うち肝がんは15例で全がんの42･9見せ占め

ている.剖検例100例についてみると,悪性腫痘ほ25

例, 25･0%,その)うち肝がんほ9例で之は全悪性腫疾

の:> 35.0鬼寸二当る･

£ 3
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Muluya
Masai
Tugen
Turkana
Kisii
Mkamba
Nandi
Somali

73

68

50 21 ll

22

5

12

58 ll

55 j
38 'j

34 !
28

26

23

18 6

13 2

the others 82

T otal 1 ,462

9

2

2

1

1

1

4

2

3

2

2

1

1

2

2

5

153
(10.5%)

38 35

8 8

4 ! I

1     13
     2
3 |  1

3 :
   1

1

| 2

1

    1

2

I

1

25     18

1 ; !
3

5  2j1

     3

1

2

1

1

5

1C6)

   2(16)

15 ll

  (1)  1
(1)

ers

1

2

1

]

2

1

4(24)| 3I 4

( ) surgical case



舗　　　　　　　　　　　　　　　　　村上文也・原田尚紀・隼田直矢

又15才以下の小児にも2例の肝がんが発見された．

（表6〕従って高　ケニアでも他のアフリカ諸地域と同様

に肝がんの発生が多く，又，若い年令層の疾患である

ニとが明かである．アフリカにはこのような特異な疫

学相をもった酷置ま他に見当らないようである・

m 5

N o. ofCancer Liver iStomachProstata Uterus
Ovary P ancreas Esophagus

Male

Female

25

10

T otal 35

12
(48. 0%)

3
(30.0%)

is :
(42.9%);

6

i

I

1

2

Lung Thyroid

0 I 1 ! 1

-! 2 | 2 | 0 | 0

7 2 2 2 1 1

the
Others

1 2

0 2

I 1: 4

^ 6 Autopsy Cases (1971)

N o. of Autopsy
Ratio of Hepatoma

to
malignant tumor

35.0^

40.0

No. of
malignant tumor

No. of
Hepatoma

20(26. 3)
o/To o/

7(9.2)/0Adult

Child (<15 ys)

T otal

76

24 5(20.8)

100 25(25. 0)

2(8.3)

°/7o
9(9.0)

°//o
36'.0

<>/7o

^ 7 Comparison of the histological types of 860 carcinomas of the liver
in the african natives

Type Ca.

Hepatocellular
Ca.

Cholangiocellu-
lar Ca.

Cholangiolocel-
lular Ca.

Mixed

Hepatobillary
Ca.

Csrcinosarcoma
Dual Ca.

Uganda

Geographical location No. Ca. cases

Gold
mines

Barag-
wanath

hosp.

09

1

50 58

U niv.Wit-
Waters-
Irand

4 |

I

1I 3
 16

6

71

Cape iStanley- |LJf°,"pold-
VilleT own I Ville

24 297 33

4 i 1 I 2

2 2

25 301

L agos D akar Total

223 832

10

12

2 |

4 I

4

1 I

1

230 860T otal 70
51

77 33 7 i

(Steiner, I960)
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Ⅱ・熱帯地にみら九る肝がんの病理組織像

Steiner（1∈格0〕はアフリカ各地の肝がん860例に

ついて詳細な病理組織学的並びに組織化学的な観察を

実施Lた結果，（1）アフリカの肝がんに特異なtypeほ

ない．（2）最も高頻度にみられるのほ肝細胞がんで北米

に比べて胆管がんは少ない．（3）肝細胞かんの組織像，

組織化学所見では欧米の夫との間に差異はみとめられ

ないと述べている・（蓑7〕・（蓑8）著者らの剖検例9

例も全例肝細胞がんで，文人院患者について肝生検を

実施した18例中3例に肝がんを発見したが，その内訳

ほ肝細胞がん2例，胆管がん1例である・（表9）更に

今迄の報告をみると熱帯地域でほ肝がんに合併Lてい

る肝硬変の70－呂0鬼■はPOStneCrOtic typeといわれ

て居り，病理組織学的には肝炎ウイルスとの関連が考

えられている・

^8 Comparison of the histological types of
liver cancer in Africa and the United
States

No. Cases Africa

cTypeCa. N .

Hepatocellular
C a

Cholangiocellular
Ca.

Cholangiolocellu-
lar Ca.

Mixed

Hepatobillary Ca.
Carcinosarcoma I
Dual ca, collision

type i

832

10

12

4

1

1

C apeolou- ;Euro
preds

13

e

ansj

131

 !

1

No.Cases
U.S.

109

9

1

2

1

Total 860 14 14 122

(Steiner, 1960)

S 9 Results of Liver Biopsy

Case

1

2
3
4
5

6
7

P athological Diagnosis | Cell infilt. i Necrosis Fibrosis

acute Hepatitis
subacute Hepatitis?
chronic Hepatitis

//

//

suspicious for Cirrhosis

hepatic Hemorrhage?

-ff

I Schistosomiasis (mansoni)
10

ll

12

ll
?

18

H epatoma
//

Cholangiocarcinoma
(Adenocarcinoma)

normal hepatic Tissue

+ !

If !
-f H-

+ |
4- !

+

+

I

Hemorrhage ; Granuloma

-If

 

-ft

A naplasia

+f ova(+)

+

+

Ⅲ・肝がんの発症因子

以上述べてきたように熱帯地にほ原発性肝がんが多

発しているが，その原因については未だ不明である・

他の臓器のがんが少なく肝がんのみが高率に発生する

ことがら考えて直接肝に作用する発がん物質の検索が
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必要であろうし･又,地域による発生率の差について

の検討も重要な課題の-つと思われる･以下現在仮想

されている国子について紹介する･

1･民族的,遺伝的要因

発生率に地域差,民族差があることから,これらの

要素も想像される.北米の白人,黒人,アフリカ(ヨ

ハネスブルグ, Mozambique,ウガンダ)の人口10

万人当りの原発性肝がんの発生率を性別,年令別に比

較すると(表10〕,アフリカ諸国の黒人でほ北米にべて

高く,叉若年層より発病するものも多いという特徴が

みられる･然しながら北米の白人と黒人とでは略々同

様の傾向を示L両者の間には差はみとめられない･従

って肝がんの地域差は民族によるものというより,む

Lろ環境に基因すると考えるべきであろう･

2.低　栄　養

実験的肝がんの原困になる食品とLては種々の肝臓

毒例えばアゾ色素,黄変米,バタ-黄などが重視され

ているがTannenbaum (1958), Kwaan (1959)ほ

このような実験肝がんの発生にほ低蛋白食ほ促進的に,

叉,高蛋白食,高ビタミソ食ほ抑制的に働くことをみ

とめている･叉Hartroft(1959)はマウスでコリソ欠

乏食だけで肝がんが発生Lたことを報告している･事

実肝がんの発生ほ熱帯地の所謂低開発国に多く,例え

ばkwashiorkorの多発地区に肝がんの発生が多いこ

とが知られている･ (囲3)然しながらインドや南米の

ようにkwashiorkor　が多発している地域であるにも

かかわらず肝がんの発生率が低いこと,又　kwashi-

orkor患者にみられる脂肪肝ほ肝硬変に進展する症例

は極めて少ないという今迄の経験から,食斂1生因子と

いう単-の要素だけでヒトの肝がんが発症するとは考

え難い･ Shanmugaratnam (1956)ほシンガポ-ルで

みられる肝がん患者の80%ほ母国に20年以上居住生

活した中国人の移住者に発生すると報告Lた･この事

はがん化に先行する変化が極めて若い年令期におこっ

たことを示唆Lている･以上のことから　two stage

theoryという仮説がHigginson (1963)によって提

唱されている･即ち,小児期にkwashiorkor　などの

malnutritionに陥ると,その結果たとえ組織学的に

は肝に異常を示すような病変ほおこさないまでも,

metabolic liver damagesが生じ,そのために後年

発肝がん物質に対して過剰な反応を示すものでほない

かという.前述のようにkwashiorkorそれ自体は必

ずしも肝硬変への進展に直接的なつながりほもってい

ないが, malnutritionのため低蛋白血症を生じ,そ

表10 Incidence of primary liver carcino.ha
in the United States and Africa
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れが長く続くと代謝異常を示す可能性ほ充分考えられ

る･

このような時期にinfective virusが　promoting

文ほinitiating agent　とLて働くか否かも1つの問

題点となるであろう･その)他アルコールの問題もある

が,肝がんが比較的若い年令におこること,前段階の

肝硬変がpostnecroticなものが多いこと,叉回教徒

にも肝がんが多いというような理由で肝がん発生との

関連についてほ否定的な見方が強い･

3.佳血吸虫

アフリカに広く濃厚に経理している住血吸虫特に

Schistosoma mansoniと肝硬変,肝がんとのつなが

りについてほ, Steiner (1960〕は肝がんの病変組織

内に住血吸虫による病変を認めることほ極めて稀であ

るとし,その他の諸家の報告をみても両者の間に密接

な関連を示す根拠はみられないようである･
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4･肝　硬　変

前述Lたように7フリカの肝硬変症では組織学的に

所謂postne亡rotic typeが多く,我国のようなpor-

taltype　は少ないとされている･　このようにpost-

necrotic typeが多いことが肝がん発生の有力な原因

になると推測さJlている･ Gall (196¢)は533例の)肝

硬変中48例〔9･0%)に肝がんが合併したと報告Lて

いるが特にpostnecrotic高posthepatic typeでは夫

々20.3粘つ, 12.9鬼′と他のtypeに比Jiて肝がんの)令

併率が高いことを指摘している･然し文,肝硬変が肝

がんの直接の原困となるだけでなくHigginson, Stei･

nerらがいうように肝がんと肝硬変が同-の原置こよ

って同時に叉ほ相前後Lて発生することも想像される･

即ち,肝がんと肝硬変との間にほcausalな関係ほ

なく,同-のstimulusに対する異なった表現だとい

うことも否定出来ない･叉Higginson (1963)によ

ると,北米,男の人口10万人当りの肝硬変粗死亡率

ほ19･7であるが,一方肝がんの発生率が北米の10倍

の頻度でみられる　Bantu族の男の肝硬変による死亡

数も29で,両者の問に大差はみとめられないという･

囲4にみるように肝がんの発生が低い国々では肝硬変

の>4 -20鬼■に肝がんがみられ, -方,肝がんの発生が

多い国々ではその事が20-40%と轟かに高率である･

従つたて,アフリカや東南7.分7で肝がんが増加Lてい

る原岡は前段階である肝硬変の発生が多いということ

よりも肝硬変の悪性化(がん化〕の比率が高いことが

-ト体と考えらかる･

5. Au抗原,什-fetoprotein

Blumberg　らによって発見された肝炎関連抗原即

ちAu抗原はウイ分レス性肝炎,特に,血清肝炎の病原

体と密接な関連があることが明かにされ,最近になっ

て肝がんの発病との関係についても注目されるように

なった.蓑11のように世界のどの地域でも肝がんつ恕老

衰11肝がん患者および対照血清中の)
Au抗原陽性率

肝　が　ん　　　対　　照

地　域i長斂査t車間戸:長一公-^員11　　　　　　　　　　　　　　　1

シンガポール

台　　　　湾

113　38(33.6) 1高720

84 i46(54･8)　625

フィりッピソ　書　11 !8(72･7)

日　　　　本　　260　97(37･3〕

T　-7　u　-h

(ウガンダ〕

l

1

90　|36'(40.0〕

し
l

】

】

画商著
(%)

129(7,5)

81(13･0)

77『 7(9･1)

4,636 119(2･6)

-　　-　3 1
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のAu抗原陽性率ほ対照健康人に比べて高いことは

明かである.又, Abelewによって発見された胎児実

自である　査fetoprotein　が肝がJL分.患者に高率に検出

され　他の肝疾患(肝炎,肝硬要,転移肝がん〕では

克とめられないことから,特異的な診断法とLて菓

祝されている･このようにがん細胞が胎児細胞の性質

を再現することはがん化の機構を考究する上に有力な

手がかりを与え,叉,免疫学的方法ががん診断に非常

に有効に利用された点も興味深い･ Vogelら(1970〕は

ウガンダの肝細胞がん45例についてHAAを検査し

たとこ6, 18例　40%に陽性で,対照の33%に比べ有

意差があてたたという.父, a-fetoprotein　は　45例小

30例(67%〕に陽性を示した.吏水a-fetoprotein

陽性例30例中HAA陽性ほ16例で-方a-fetopro-

tern陰性例でほHAA陽性ほ僅に2例で,このこと

から肝がんの発生にほ肝炎が密接な役割を演じている

のでほないかとのべている･ (表12)世界各地での肝細

胞がん症例の　α-fetoproteinの陽性審をみると,南

アフ7分力,ウガfンダ,ケニア　などの)住民は50鬼つ以上

陽性で高く,叉,北米や英国の住民の中でも白人より

黒人に高率である･ (表13〕･文Bagshoweら〔1970〕

によると,ケニアにおける肝細胞がん患者の　査feto-

proteinは　30才以下の若年者群でほ全例が陽性で,

表12　^-Fetoprotein and Hepatitis-Associated
Antigen in Hepatocellular Carcinoma

l E什-fetoprotein
｣

r

Diagnosis

Biopsy

proved

Clinically

suspected

No･

positiveinega;
tive

31

14

鬼

21(68〕

郵6√
_
＼

9

10

H･A･A.

positiveーega-
tive

Fo
ll(36) 20

5 i 7(50〕 ;　7

Total ! 45 ,30(67)室15 18(40〕] 27

controls ] 122弓　｢　　4(3〕皇118

Relationship between α Fetoprotein and

H.A.A･ in Hepatocellular Carcinoma *

H･A･A.
α-fetoprotein

〔

I Positive Negative

Positive　　　　　　16

Negative

* Pく0･025

(Vogel et al, 1970〕

Total

E

13

∈

30

15

30才台は66%, 40才以上になると, 22%と低くなる

という･ニの成績から置は若年者と成人との肝がん発

生要因には違いがあるのでほないかと推測している･

(未T41

表13　The incidence of positive alpha foetopro-
tein in patients with hepatocellular

carciuoma

Country
No.

Tested positive

West Africa　　　　　81

South Africa　　　　130

Kenya　　　　　　　15

Uganda　　　　　　　40

America　　　　　　　　28

America

Negroes

Caucasians　　　　　32

Britain

West Africans

Caucasians　　　　　17

Reference

79　　Uriel (1970)

74　　Purves( 1968)

66'　LinselK布969〕

50　　Alpert (196郎

28　　Alpert (1967〕

71　Hull (1970)

31　　Hull ｢1970)

62　　Foil  ( 1969)

30　　Foil (1969〕

蓑14 Incidence of alpha fetoprotein ie Kenya
with hepatclcellular carcinoma related

to age

Age(years水Ni
tes調占｡

10-20

21-307

31-40

over40

No.　　　､㌔■

positive positive

lOO

IOO

4　　　　　　　66

2　　　　　　　　22

Tota1　　　　　24　　　　　15　　　　　62･ 5

(Bagshowe and Parker, 1970)

6. mycotoxin

最近注目されてきたのほmycotoxinである.就中,

1961年にSargeant　ら及びLandcaster　らが発見し

たaflatoxinほ大豆,落花生などの穀物に付着する

aspergillus flavus　の3　metabolite　で,発がん性物

質であることが知られている･ aflatoxinには, Bi,

B2, Gi, G2の化合物があり,その中でBlが最も発

がん性が強いという･ (図5〕 aflatoxin　ほ耐熱性で

普通の詞坪法でほこわれない･ aflatoxin　の主要な障
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害作用はDN九　RN■A蛋白の合成を阻止する点にあ

ると考えられている．Wogan　ら（1967〕の実験忙よ

ると，ラットに毎日1・O ppmのaLflatoxin Blを

含む食餌を35－41週間投与Lたところ，20匹中18匹

に肝がんが発生した・叉，羊を除きすべての実験動物布

家畜に感受性ボある・ヒトに対する毒性については直

接の立証でほないが，組織培養で毒性のあることが示

されている・

AIpert　ら（1971〕はウガfンダであつめた諸種の穀

物について　afla［tOXinの検出を試みている・その結

果表15のように全サンプル4鮒中142検体，29．6％

年陽性であったという．特に大豆，とうもろこし，さ

とうとうもろこしでは30％以上と高い陽性率で，又，

その中Blほ18・3％に証明されている・又1000mg

水Kg ppbの高濃度のものが3・7％に発見された・然

し，穀物の貯蔵の方法，期間とaflaLtOXin陽性率との

間には一定の関係はみとめられていない（表16〕・更に⇒

Alpert　らはウガfンダ全域で1964年から1966年の間

に登録された肝がん患者355例について人口10万当

りの患者数を出し州別にみると，その発生率には濃淡

があり，又aLflatoxin検出率も最低は，Busoga

PrOVinceの）10・3％から最高Toro district cの79・3

％と州によって差がある・そこで，肝がん発生率と

aflatoxin検出率との関係を州別に検討すると囲6の

ように平行関係があり，aflatoxin検出率が高い地域

に肝がんの発生も多いことがわかる・以上の成轟から

肝がん発生にほ環境因子の一つであるmycotoxinの

役割の重要性が指摘され今後の研究の進展が期待され

国　5

0

0　　　0

0　　　0
㌔

Aflatoxin　長〕 Ⅰ

∩

OCH:

ている･

我国でも最近肝がん,胃がんの多発地区で食品中の

mycotoxinの検出,化学検定が行なわれて居り,磨

田(19叩)によると　aspergillus属であるaflatoxin,

ochratoxin, sterigmatocystin　の他,日本で生え

やすい　penicillum　属のカビである　citrinin　や

fusarium　などがこれらの地区に広く分布L今後の検

討が必要なことを指摘している･

^ 15 Aflatoxin Content of Food According to Type of Food

G2

Total Aflatoxin
concentration
C/Wkg : PPb)

^10° looiT <100° Bi

No. Samples
containing
Aflatoxin

B2 Gi

N umber ofSamples

1

4

1

7

1

 153.
1

 15   42   ll 1
9   ll   14
 16   ll   13

 2
4   16    17

 6

    4    2

 2

    1    1

 2

  ~4   2

 2    2

    2

 _

?  _2  _2

 88

   93   64

18.

3  19.4  13.3

 30    ll    5 13
    9    -

 19    5    5

 ll    8
    8

   Q

  3    -

    -

       2

    2

       1

    1

 _

?   ^   -

 8

7   37    18

2

9.6   7.7   3.7

Assayed pos. ^

Food

   71.9   44.
9
   37.7

   1
7.8

    16.

4

   15.

8

   ll.

8

    18.

2

    18.

7

29.6

6449
6
9

15
2

55

19

3

4

ll

ll16

480 142

Beans
Maize

Sorghum
Groundnuts
Millet
Peas
Cassava
Rice

Other grains
Grain mixture

Total

% of Total
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^ 16 Effect of Storage on the Aflatoxin Content of Foods

A . Type ofStorage
Thatch grainery
Inside house
Market

B. Duration of
Storage

1 month
1~3 months
3~6 months

N umberofSamples Amou^$,£;latoxin N°' ^f^á"^á"*

AssayedPositive5£^?* 1-100 }^T >1000 BI B2 Gi G2Positive L AW 1000

11044
191

345

261
4
53

93

(23. 6)(31.
8)
(27.7)

164

124

43

41 (25.0)

42 (33. 9)

ll (25.6)

6 -12 months 36 ll (30.6)

1 year J?5 7 OJ8.0)
392 112

16

6'

33
55

25

23

9

8

3
68

8

5

12
25

1010
2

2

J

2

8

2

3

J

13

6

9

1

16

ll

10

42
63

12

9

22
43

2325
 5

 7

_

6

ee

25

18

3

3

6

2

1

1

10

m e

Nilotic
Tribes""^

(

/

I

Equator

XsN>O

C^^MM,
27rC\\^2.7 \M^5Q -Y

.fcKSIllSr
10

1.2

; i3ii)S
2A

-fN_
J5

Nilo-
IIamitic
Tribes

B antu Tribes

A

Tribal Distribution of 355 Ilepatomas

(1964-66) , Incidence per year
per 100,000

('Alpert et al, 1971 )

$

23.1 r :1 5/^
iA3.8 :

1Q8

28.9

t:icx3--

B

Afla-toxin Prevalence

(Per cent, of food
containing aflatoxins)

I

由　　わ　　り　　に

以上，著者らほ熱帯地域における原発性肝がんの疫

学的特異性，主な発症要因などについて文献を中JL、に

展望を試みてきたが，熱帯地における原発性肝がん多

発の原困についてほ未だ不明のまま残されているのが

現状である・

東アフリカは今も尚住民の移動が殆どみられず，食

生活も単一で環境病理学的観察の場とLてほ至適の条

件を備えている・悪性腫瘍の病因を解明するための方
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法とLてほ色々のものがあげられようが，このような

場において地理病理学的立場から発症要因を追求する

ことも重要なアプローチの一つであろう・

著者らほ現在ケニアにおいて肝がんを中心に一般肝

疾患について疫学，臨床像の解析，病理組織学的検索，

環境国子の検討などを実施Lて居るが，その成前につ

いては稿をあらためて報告する予定である・
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